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オーストラリアの高齢者を巡る状況（概観）

＜目 次＞ 

 
１． オーストラリアの高齢化の状況     1 

２． オーストラリアの高齢者の生活状況     3 



 

 1 

１． オーストラリアの高齢化の状況 
 

オーストラリアは、米国同様の連邦制国家であり、連邦政府とニューサウスウェールズ州

(NSW)、ビクトリア州(VIC)、クィーンズランド州(QLD)、南オーストラリア州(SA)、西オース

トラリア州(WA)及びタスマニア州(TAS)の６つの州と北部特別地域(NT)及び首都特別地域

(ACT)の２準州の州政府から成っている。州政府の下には、市町村などの約 656（2006 年 4 月

現在）の地方自治体が存在する。 

 
総人口は 21 百万人（2007 年 6 月末現在）、日本の約 20 倍の国土面積を有する。WHO 2007

によると平均寿命は、男性 79.0 歳、女性 83.7 歳で、国民全体では日本に次ぎ 81.4 歳と世界

第 2 位の長寿国である。高齢者人口（65 歳以上人口）は 270 万人で、総人口に占める 65 歳

以上人口の割合を示す老年人口割合（高齢化率）は 13％となっている。この数値は、10 年前

（12％）より 1ポイント増加しており、2036 年には、630 万人と 24％に達することが見込ま

れている。 

 
＜65 歳以上高齢者人口＞ 
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＜高齢化の進展スピード＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オーストラリアの 65 歳以上の高齢者の中には、アボリジニ等の原住民が 0.5％含まれてい

るほか（国民全体ベースでは 2.5％）、35％が海外で出生している移民大国でもある。海外出

ち、39％は英語圏から、61％は非英語圏が来ているなど、高齢者も多様なプロフィールで構

成されている（2006 年現在）。 

 
 

＜出生地・母国語別人口割合＞ 
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２． オーストラリアの高齢者の生活状況 

 
65 歳以上の高齢者のうち、94％は在宅で生活し、6％が施設・病院等住居以外で生活して

いる。自宅以外で居住する高齢者の割合は 85 歳を超えると急増し 26％となっているが、そ

れでも自宅で 74％が生活している。また、29％が自宅で単身生活を送っている（2006 年現在）。 

 
＜高齢者人口に占める在宅・施設療養の割合＞ 
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また、年金支給開始年齢を前後に就業率は低くなっており、65 歳以上のフルタイム勤務は

3.9％となっている（2006 年 10 月現在）。 

＜年齢別就業状況（2006 年）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

65 歳以上の高齢者のうち、58％が配偶者と、13％がその他家族（子供等）と居住している

が、29％は単身で生活している。65 歳以上の高齢者の自宅保有率は 2001 年で 73％となって

いる。 

独居率は年齢と共に高くなっており、75 歳を超えると、独居率は 3割を超える。 

 

＜年齢別居住状況（2006 年）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

老齢年金制度の受給開始年齢は、男性 65 歳、女性 61.5 歳（2013 年までに 65 歳に逐次引

上げ）となっている。5歳～74 歳のグループの収入源の 65.4％が老齢年金で、14.4％が退職

年金基金と計 79.8％が年金収入となっており、75 歳以上のグループになると年金収入の割合

は、88.1％に上昇するなど、退職後の生計は、年金収入への依存度が高くなっている。高齢

者の持ち家率は高く８０％を上回っている。 

高齢者も地域活動に積極的に貢献しており、65 歳～74 歳の約 3割がボランティア活動を行

っている。若い世代のボランティア活動がスポーツや余暇活動での割合が多いのに対し、高

齢者のボランティアは高齢者ケアでの活動が多いのが特色となっており、国の高齢者ケアを

支える大きな柱となっている。 

広大な土地ゆえ、生活において移動のための交通手段がかかせない状況にあり、高齢者の

多くは、自ら運転を続けているが（約 7 割前後）、85 歳を超えると運転率は大きくさがり、

運転が出来なくなった場合には、ケアプログラムの中にある移送サービスを利用している。 
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＜家計の財源別内訳（週ベース）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜ボランティア参加率（2006 年）＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜オーストラリアの年齢別運転率＞ 
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